
1415 広報なかがわ　平成19年10月10日広報なかがわ　平成19年10月10日

故 

笹
沼
政
男
氏
に

　
　
　

従
五
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
６
月
12
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
元
馬
頭
町
立
馬
頭
中
学
校
長
笹
沼
政

男
氏
（
小
砂
）
は
、
生
前
の
功
績
に
対
し

て
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
川
地
区
土
地
改
良
区

　
　

合
併
予
備
契
約
書
調
印
式

　

小
川
地
区
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
を

強
化
し
よ
う
と
９
月
14
日
、
小
川
公
民
館

で
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
書
調
印
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
式
は
小
川
第
一
、
小
川
、
小

川
第
二
、
小
川
芳
井
、
小
川
北
部
、
小
川

薬
利
、
小
川
町
吉
田
、
権
津
川
用
水
の
８

土
地
改
良
区
が
合
併
す
る
も
の
で
、今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
改
良
区
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
合
併
の
承
認
を
得
て
、
来
年
４

月
、
小
川
土
地
改
良
区
新
設
合
併
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

佐
藤
勉
合
併
推
進
協
議
会
長
は
「
今
後

は
新
土
地
改
良
区
を
よ
り
し
っ
か
り
と
し

た
組
織
に
成
長
さ
せ
、
地
域
の
農
業
振
興

に
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
改
良
区
理
事
長
が
合
併
予
備
契

約
書
に
署
名
、
捺
印
し
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
土
地
改
良
区
は
総
面
積

７
６
０
ha
、
組
合
員
数
８
１
３
人
と
な
り

ま
す
。

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

武
茂
小
児
童
な
ど
優
秀
賞
を
受
賞

　

子
ど
も
た
ち
が
「
食
」
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
烏

山
地
区
食
生
活
改
善
推
進
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
子
ど
も
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
９
月
５
日
、
烏
山
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
自
分
で
つ
く
ろ
う
朝
食
」
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
児
童
た
ち
は

決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
、
自
分
で
考
え
た

朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
に
腕
を
奮
っ
て
い
ま

し
た
。

　

那
珂
川
町
で
は
次
の
児
童
た
ち
が
受
賞

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

優
秀
賞　

「
ツ
ナ
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
と
マ
リ

ネ
サ
ラ
ダ
」

　
　

高
野
豪
太
（
武
茂
小
６
年
）　

　
　

高
野
里
菜
（
武
茂
小
６
年
）

入　

賞

「
ウ
イ
ン
ナ
ー
オ
ム
レ
ツ
と
ト
マ
ト
の
カ
ッ

プ
サ
ラ
ダ
」

　
　

尾
賀　

想　
（
武
茂
小
４
年
）

　
　

五
十
嵐
里
菜
（
武
茂
小
４
年
）

入　

賞　

「
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
入
り
ポ
テ
ト
の

ピ
ー
マ
ン
詰
め
」

　
　

大
金
千
春
（
馬
頭
西
小
４
年
）

　
　

佐
藤
美
咲
（
薬
利
小
５
年
）

百
歳
を
迎
え
た
笹
沼
信
義
さ
ん
に　
　

　
　
　

 

祝
い
金
と
花
束
を
贈
呈

　

９
月
30
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
笹
沼

信
義
さ
ん
（
小
砂
）
を
28
日
に
、
川
崎
町

長
が
訪
問
。
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の

祝
詞
、
町
か
ら
は
祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

笹
沼
さ
ん
は
酒
も
タ
バ
コ
も
た
し
な
ま

ず
、早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し
い
生
活
で
、

自
分
で
食
べ
る
野
菜
は
自
分
で
作
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
、
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
そ
う
で
す
。

　

長
生
き
の
秘
訣
を
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
、「
子
ど
も
時
代
、
小
砂
か
ら
大
山
田

小
学
校
に
２
年
間
通
っ
た
。
朝
は
暗
い
う

ち
に
家
を
出
な
い
と
学
校
に
間
に
合
わ
な

い
。
通
う
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
結
果

的
に
体
力
づ
く
り
に
な
っ
た
」
と
昔
を
振

り
返
り
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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和
舟
実
習　
馬
頭
高
校
水
産
科 

　

９
月
25
日
、
富
山
橋
付
近
の
那
珂
川
で

馬
頭
高
校
水
産
科
２
年
生
13
名
が
、
総
合

実
習
の
水
に
親
し
む
教
育
の
一
環
と
し
て
、 

鮎
釣
り
舟
で
あ
る
和
舟
の
操
縦
法
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
南
部
漁
協
理
事
の
武
石
廣
二
さ

ん
（
富
山
）
を
講
師
に
迎
え
、
舟
の
構
造

の
説
明
や
舟
竿
一
本
で
の
操
縦
の
仕
方
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
で
の
漕
艇
は
経
験
済
み
の
生
徒

た
ち
で
す
が
、残
暑
厳
し
い
日
差
し
の
中
、

櫂か
い

と
は
勝
手
が
違
い
、
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
舟
竿
で
の
操
作
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
伝
統
的
な
和
舟
の
操
縦
法
を
頑

張
っ
て
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

小
川
中
で
巡
回
舞
踊
公
演

　

９
月
21
日
、
小
川
中
学
校
で
巡
回
舞
踊

公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
に
対
し
、
優
れ
た

舞
踊
公
演
を
直
接
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供

し
、
芸
術
に
触
れ
る
喜
び
を
体
験
さ
せ
、

芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、
日
本
舞
踊
、
現
代
舞
踊
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
３
つ
の
舞
踊
が
公
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
演
者
の
舞
踊
の
ほ
か
、
講
師
の
指
導

の
も
と
各
演
目
に
お
い
て
生
徒
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。
日
本
舞
踊
で
は
小
道
具
を

使
っ
た
踊
り
、
現
代
舞
踊
で
は
「
重
さ
」

を
表
現
す
る
踊
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

で
は
基
本
動
作
で
あ
る
足
を
高
く
上
げ
た

り
、
回
転
し
な
が
ら
の
歩
行
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
丸
木
舟
体
験

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
展
示

会
「
川
で
つ
な
が
る
縄
文
人―

交
流
と
交

易
か
ら
見
た
那
須―

」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
縄
文
時
代
の
乗
り
物

の
丸
木
舟
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、
那
珂
川
沿
い
の
大
桶
運
動

公
園
（
那
須
烏
山
市
）
の
池
で
、
参
加
者

30
名
が
見
守
る
中
、
進
水
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
桑
野
正
光
館
長
か
ら
「
な
す
こ
だ

い
丸
」と
命
名
が
披
露
さ
れ
た
丸
木
舟
は
、

モ
ミ
の
木
を
材
料
と
し
、
地
元
の
大
工
佐

原
一
彦
さ
ん
（
小
川
）
と
佐
原
昭
司
さ
ん

（
浄
法
寺
）が
三
カ
月
が
か
り
で
製
作
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、交
代
で
丸
木
舟
に
乗
船
し
、

縄
文
時
代
の
那
珂
川
の
交
易
な
ど
に
思
い

を
馳は

せ
な
が
ら
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。

闘
病
記
を
自
費
出
版

「
生
き
て
輝
い
て
～
修
羅
の
道
10
年
」

　

元
小
川
中
学
校
教
諭
の
藤
田
カ
ツ
子
さ

ん
（
小
砂
）
は
今
年
の
春
、
自
ら
の
が
ん

闘
病
記
「
生
き
て
輝
い
て
～
修
羅
の
道
10

年
」
を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
平
成
７
年
、
健
診
で
乳
が

ん
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
職
場
復
帰
す
る
か
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
に
救
わ
れ
、
通
院
し
な
が
ら

も
英
語
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
ち
続
け
、

56
歳
で
退
職
。
発
病
か
ら
手
術
、
闘
病
生

活
、
職
場
で
の
葛
藤
な
ど
10
年
間
の
足
跡

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

出
版
に
つ
い
て
、「
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
つ

ら
い
時
に
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
一

所
懸
命
生
き
て
ほ
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。


